
◆結婚から出産・子育て環境の充実による

「人口自然増」社会の実現

◆「知・徳・体」確かな学力の定着・豊か

な心の育成・健やかな体づくりの推進

◆人間力の向上と次代を担い築いていく人

づくり

◆地域包括ケアシステムの構築と推進、健

康寿命延伸策の充実

◆災害に強い強靭な都市基盤の確立と有事

の際のリスクマネジメント

◆戦略的観光事業の推進・栃木DCを見据え

た県との連携

◆企業誘致・雇用促進・流出抑制策強化に

よる「人口社会増」社会の実現

◆農工商にわたる地域経済基盤強化、中小

企業支援策の充実

◆将来を見据えた都市構造改革（NCC・立

地適正化・LRTのJR宇都宮駅西側延伸・

公共交通ネットワークのイメージ確立）

◆大谷スマートIC・総合スポーツゾーン・

宇都宮IC周辺整備

◆公共施設等総合管理計画に基づく適切な

マネジメント

◆インフラ更新、新小学校建設、最終処分

場と中間処理施設整備、LRT整備、再開

発事業や北西部体育施設などに係る投資

的経費の確保

◆公有財産の有効活用を含む強固で揺るぎ

ない行財政基盤の確立

写真右から

佐藤市長、中山会長、小林幹事長、馬上政調会長

写真右から

佐藤市長、中山会長、小林幹事長、馬上政調会長

　
政
府
は
、
景
気
回
復
期
の
長
さ
が
戦
後
２
位
の

『
い
ざ
な
ぎ
』
を
超
え
た
可
能
性
に
言
及
し
ま
し

た
が
、
地
方
に
お
い
て
は
、
雇
用
状
況
の
改
善
な

ど
経
済
の
好
循
環
が
着
実
に
回
り
始
め
て
い
る
一

方
で
、
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
の
進
行
な
ど
、
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
自
主
財
源
比
率
が
中
核
市

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
し
、
比
較
的
「
安
定
的

な
財
政
基
盤
」
を
維
持
し
て
い
る
と
は
い
え
、
人

口
減
少
・
超
高
齢
化
を
乗
り
越
え
、
将
来
に
わ
た

っ
て
成
長
力
を
確
保
し
、
市
民
が
安
心
し
て
将
来

を
託
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
「
未
来
へ
の
投
資
」
を
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
市
の
来
年
度
予
算

編
成
に
あ
た
り
、
第
６
次
総
合
計
画
審
議
会
で
議

論
さ
れ
て
い
る
「
６
つ
の
政
策
の
柱
」
を
軸
に
、

13
の
最
重
点
要
望
事
項
、
45
の
重
点
要
望
事
項
及

び
40
の
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
、
10
月
２
日
、

市
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
議
員
会
で
は
、
「
要
望
」
が
市
の
来
年
度
予
算

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
所
属
議
員
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



　7月7日、バスターミナルや複合型の
交流施設を併設し、魅力ある駅周辺整
備に取り組んだ盛岡市を視察しました。
　駅前には北東北随一のインテリジェ
ンスビルとして、文化ホール、観光物
産、商業施設、オフィス等の複合的機
能を有するMALIOS（マリオス）が建設
され、盛岡市のシンボルとして市民に
親しまれています。

　LRT、バス、地域内交通で共通利用できる
交通ICカードの導入に向けて取り組んでいま
す。LRTには開業当初から、バスにはLRTに先
行して導入していく予定です。
＜交通ICカードとは？＞
・公共交通を利用する際に、改札機や運賃箱
などにタッチするだけで運賃を支払うこと
ができるICカードのことです。現金をチャ
ージして繰り返し使うことができます。
＜導入検討中の交通ICカードの特徴は？＞
・LRTやバス、地域内交通で共通に利用する
ことができます。

・高齢者外出支援事業や乗り継ぎ割引等の多
様なサービスを展開します。
・Suica等が宇都宮地域の公共交通で利用で
きるよう検討しています。
＜導入のメリットは？＞
・乗り継ぎ割引等の多様なサービスの展開に
より、公共交通の利便性が向上します。
・運賃支払の際に小銭を取り出したり、車内
で両替する手間が無くなります。
・乗降がスムーズになるため、乗降時間が短
縮され、公共交通の定時性が向上します。



　
―
Ｌ
Ｒ
Ｔ
着
工
後
は
、
宇
都
宮

向
田
線
や
宇
都
宮
茂
木
線
の
県
道

な
ど
の
交
通
渋
滞
が
懸
念
さ
れ
る
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
を
円
滑
に
進
め
る

上
で
、
交
通
渋
滞
対
策
が
非
常
に

重
要
。
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

佐
藤
市
長
　
円
滑
な
交
通
環
境
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な

る
よ
う
工
事
期
間
中
に
お
け
る
交

通
の
円
滑
化
策
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
に

ご
不
便
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
つ
い
て

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
の
取
り
組
み
②

施
設
の
維
持
更
新
③
市
民
理
解

④
宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式

会
社
の
増
資
と
運
転
士
育
成
⑤

ベ
ル
モ
ー
ル
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
⑥
宇
都
宮
市
建
築
物

に
お
け
る
駐
車
施
設
の
附
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

◆
中
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

◆
立
地
適
正
化
計
画
と
市
街
化
調

整
区
域
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

◆
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備
事
業

の
整
備
方
針
に
つ
い
て

◆
こ
ど
も
医
療
費
の
明
示
に
つ
い

て
◆
北
部
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

　
―
本
市
の
新
規
就
農
者
支
援
は

日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
新
規
就
農

者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
農
業

従
事
者
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
新
規
就
農
者
だ
け
で
な

く
、
全
て
の
農
業
従
事
者
の
所
得

向
上
と
支
援
の
推
進
を
。

佐
藤
市
長
　
本
市
の
農
業
従
事
者

が
意
欲
を
持
っ
て
い
き
い
き
と
営

農
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

農
業
者
の
所
得
向
上
を
図
る
こ
と

が
大
変
重
要
。
農
地
の
集
積
・
集

約
化
、
収
益
性
の
高
い
園
芸
作
物

の
生
産
振
興
、
施
設
整
備
や
収
益

性
の
高
い
作
物
の
作
付
促
進
の
た

め
の
交
付
金
の
支
給
等
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
、
行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
「
農
業
王
国
う
つ
の
み

や
」
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
農
業
用
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

◆
市
税
の
収
納
対
策
に
つ
い
て

◆
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

◆
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

◆
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い
て

◆
ス
ポ
ー
ツ
選
手
育
成
と
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
育
成
に
つ
い
て

◆
消
防
行
政
に
つ
い
て

①
消
防
団
詰
所
の
整
備
計
画
②

救
急
車
の
適
正
利
用

　
―
国
本
西
小
学
校
周
辺
に
お
け

る
地
区
計
画
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
市
街
化
調
整
区
域
の
制
限

が
あ
り
、
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

地
域
と
し
て
も
地
域
資
源
を
生
か

し
た
地
域
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
行
政
と
し
て
の
対
応
は
。

福
原
都
市
整
備
部
長
　
地
区
計
画

制
度
活
用
に
向
け
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
居
住
地
の
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
大
変
有
効

な
取
組
。
地
区
計
画
制
度
の
活
用

に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
本
市
も
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
、
小
学
校
を

中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
民
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
本
庁

舎
の
改
修
に
係
る
対
応
に
つ
い
て

◆
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
に

お
け
る
障
が
い
者
の
工
賃
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
住
民
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

◆
災
害
時
の
医
療
救
護
体
制
に
つ

い
て

◆
国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の

充
実
に
つ
い
て

◆
道
の
駅
う
つ
の
み
や
ろ
ま
ん
ち

っ
く
村
に
つ
い
て

◆
生
活
排
水
処
理
行
政
に
つ
い
て

◆
学
校
運
営
の
充
実
に
向
け
た
学

校
事
務
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　
―
入
札
制
度
は
制
度
の
適
切
な

運
用
と
合
わ
せ
て
、
地
域
経
済
の

一
層
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な

制
度
改
善
が
重
要
。
総
合
評
価
落

札
方
式
な
ど
の
改
善
状
況
は
。
ま

た
、
週
休
２
日
制
の
導
入
な
ど
国

の
入
札
契
約
制
度
の
方
針
に
基
づ

い
た
本
市
の
取
組
は
。

青
木
理
財
部
長
　
「
総
合
評
価
落

札
方
式
」
の
入
札
日
程
の
短
縮
な

ど
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
き
て
お

り
、
事
業
者
か
ら
も
好
評
を
得
て

い
る
。
ま
た
、
国
が
提
唱
す
る
、

無
理
な
く
安
心
し
て
働
け
る
労
働

環
境
を
整
備
し
、
担
い
手
確
保
や

生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
は
、
本
市
と
し
て
も
建
設
業
界

の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
う
つ
の
み
や
花
火
大
会
②
沖

縄
の
島
守
・
荒
井
退
造
氏
③
城

東
地
区
周
辺
に
お
け
る
バ
ス
路

線
の
充
実
④
児
童
虐
待
の
未
然

防
止

◆
自
転
車
の
安
全
教
育
に
つ
い
て

◆
道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て

◆
宇
都
宮
東
部
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て

◆
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

◆
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

◆
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　「LRTの早期着工を目指す市民大会」

が９月２日（土）、栃木県総合文化セン

ターメインホールで、盛大に開催され

ました。

　当日は、2000部用意した資料が開

演20分前には渡しきり、さらに追加で

用意した1000部も全て渡しきってしま

い、受け取れない方もいらっしゃいま

した。

　来場者は、宇都宮市内・芳賀町を中

心に芳賀郡市の方々、さらには、県内外からも、

様々の立場の方々が来られたとのことでありま

した。

　受付は、来場者であふれ、会場に入れない方々

は、何か所か設置したロビーのモニターの前で、

開演を待っているというような状況でした。

　会場は、あふれんばかりの来場者による熱気

で、開演前から大いに盛り上がり、実行委員会

の主催者：関口快流会長（宇都宮商工会議所会

頭）のあいさつでは、早期実現に向けた思いを

述べられ、大きな拍手が沸き起こりました。

　その後、来賓の福田富一栃木県知事、佐藤栄

一宇都宮市長、見目匡芳賀町長、田畑裕明衆議

院議員（国LRT推進議連事務局長）からのあい

さつ、そして、逢沢一郎衆議院議員（国LRT推

進議連会長）の講演、また、学生による発表な

どがあり、高橋克法参議院議員からの激励のあ

いさつ、最後に大会決議と進み、あっという間

に90分が経過しました。

　会場の雰囲気、来場された方々の人数を見て

も、改めて、市民の皆様がLRTの早期着工を求

めているということを実感しました。

　私たち自民党会派の議員も全員参加し、早期

着工の思いを強めました。



　宇都宮市議会は９月１日、「北朝鮮の弾道ミサイル発射に抗議
する決議」を全会一致で採択しました。

　北朝鮮は平成29年８月29日、国際社会が強く自制を求めている
もとで、弾道ミサイル発射を強行した。これは世界と地域の平和
と安定にとっての重大な脅威であり、度重なる国連安保理決議な
どに違反する暴挙である。とりわけ今回の発射は、米国を含めて
国際社会が対話による解決を模索しているもとで、それに逆行す
る。
　日本列島の上空を飛び越える発射は、極めて危険な行為である
ことから、本市議会は、強く抗議する。
　北朝鮮に対して、これ以上の軍事的な挑発を行わないこと、ま
た、国際社会および関係国に対しては経済制裁の厳格な実施・強
化とあわせ、対話による解決の道を粘り強く追求することを強く
求める。
　以上、決議する。
　平成29年９月１日

宇都宮市議会　

　宇都宮市議会は９月１日から９月29日までの29日間の会期で

平成29年第３回定例会を開き、平成29年度宇都宮市一般会計補

正予算案など、市執行部から提出された20議案、議員提出議案

３議案を原案通り可決しました。

【市執行部提出議案】

◆人事案　2件

●宇都宮市教育委員会委員の任命について

●宇都宮市固定資産評価審査委員会委員の選任について

◆予算案　5件

●平成29年度宇都宮市一般会計補正予算案（３件）

●平成29年度宇都宮市特別会計補正予算案（２件）

　　介護保健事業・下水道事業　計２億7,310万３千円

◆条例案　3件

●宇都宮市市営住宅条例の一部改正

●宇都宮市風致地区条例の一部改正

●宇都宮市地域下水処理施設条例の一部改正

◆その他の事件議決案　10件

●工事請負契約の締結（２件）

　　旧一条中学校解体工事、宮原運動公園野球場その他解体工事

●財産の取得について（２件）

●市道路線の認定及び廃止について

●軌道敷設工事施行認可申請に係る道路管理者の意見について

●決算の認定について

●剰余金の処分及び決算の認定について（３件）

�＝以上原案通り可決

【議員提出議案】

●宇都宮市歯と口腔の健康づくり推進条例の制定

●北朝鮮の弾道ミサイル発射に抗議する決議

●道路整備に係る補助率等のかさ上げ措置の継続を求める意見

書

�＝以上原案通り可決

●住宅環境の安全確保についての陳情� ＝不採択

●『星が丘1丁目大谷石畳み道路』の改修に関する陳情�＝継続審査

●LRT整備計画・軌道敷設工事施行認可申請に係る議案を『否決』す

ることを求める陳情� ＝不採択

●宇都宮市のLRT工事施工に関する陳情� ＝不採択


